0417　国際・社会探究Ⅰ～ガイダンス～
1. 国際・社会探究ⅠⅡの目標　別紙参照１
2. 担当教員紹介
3. 国際・社会探究Ⅰのテーマ一覧　0417現在
4. 年間予定　～見通しをもって、探究しよう～
	回数
	月日
	活動内容
	枠組み／備考

	✕
	4/10
	身体計測
	

	1
	4/17
	ガイダンス・クロスセッション
	課題の再設定

	✕
	4/24
	遠足
	

	2
	5/1
	課題の再設定①・探究
	

	3
	5/7
	（木）課題の再設定②・探究
	

	4
	5/8
	探究①
	活動

	✕
	5/15
	五月考査
	

	5
	5/22
	探究②、スライド作成
	

	6
	5/29
	探究テーマ助言会①
	課題の修正

	✕
	6/5
	春季総体
	

	7
	6/12
	クロスセッション・課題の修正
	

	8
	6/19
	探究③
	活動

	9
	6/28
	探究④
	

	✕
	7/3
	7月考査
	

	10
	7/10
	WISF前日交流
	

	★
	7/11
	（土）Wakasa International Science Forum
	

	11
	7/17
	探究⑤
	夏休み活動計画

	✕
	7/24
	全校集会（前期前半終了）
	

	夏休み（フィールドワーク、データ収集、分析）
国際探究科サマーセミナー
	＋秋休み活動計画

	12
	9/4
	夏休み活動＆秋休み活動計画報告会
	活動

	13
	9/11
	探究⑤
	

	✕
	9/18
	前期終業式
	

	秋休み（SSHアメリカ海外研修）
	スライド作成（日・英）、活動
マイプロ風のスライド

	14
	10/2
	スライド発表（英）リハーサル
	

	15
	10/9
	探究⑥／スライド修正
	

	✕
	10/16
	2年10月考査
	

	★
	10/20
	（火）研修旅行　DLSL研究交流会
	

	16
	10/30
	探究⑦スライド修正
	

	17
	11/6
	中間報告会（佐々井先生、北出先生、杉浦先生）
	

	18
	11/13
	クロスセッション・探究の修正
	

	19
	11/20
	探究⑧
	

	20
	11/27
	探究⑨
	

	✕
	12/4
	十二月考査
	

	21
	12/11
	探究⑩
	学術的

	22
	12/18
	冬休み活動計画
	

	冬休み
国際探究科ウインターセミナー
	

	23
	1/8
	冬休み活動報告会
	

	24
	1/15
	探究⑪
	

	25
	1/22
	SSH研究発表会スライド・ポスター作成
	

	26
	1/29
	SSH研究発表会スライド・ポスター作成
	

	27
	2/5
	SSH研究発表会リハーサル
	

	★
	2/6
	（土）SSH研究発表会
	

	✕
	2/12
	振替休日
	

	28
	2/19
	SSH研究発表会振り返り
	

	✕
	2/26
	学年末考査
	

	29
	3/5
	国際社会探究Ⅱにむけて
	

	✕
	3/12
	合格者登校日
	

	30
	3/19
	（保護者進路研修会）
	



5. 本日の予定
5時間目：春休み活動報告　クロスセッション
	【ゼミナール】学生と先生が一緒に対話し、研究活動をする授業
	【クロスセッション】グループを横断して対話し、研究を深める活動

【内容（例）】
· 自己紹介（名前、探究への意気込み、最近会ったHappy or Lucky）
· 探究紹介・春休み明け進捗報告会（継続 or 新規、課題設定理由、昨年の活動、考察）10分
· お互いの探究についての対話（「問い」を重ねる、「考え」を重ねる）

6時間目：GW活動計画書作成・継続研究
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令和8年度　国際・社会探究Ⅰの目標

0. 国際探究科のカリキュラムポリシー
　各教科と探究活動での学びを往還しつつ、多様な他者やもの（教材）との対話や地域との協働を通じて課題を発見したり、課題を追究したりする思考力や粘り強さを育むとともに、グローバル人材の育成に必要な高度な語学力や異文化に対する好奇心や寛容の精神を養う。

1. 国際・社会探究Ⅰの目標
　生まれ育った若狭・小浜地域の（国際社会に共通する）課題を発見し、他者と協同してその問題の解決を図る探究的な学習を通じて、論理的に思考し表現する力を育てると共に、課題の解決や探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育てる。

2. 育てたい資質能力および態度：SSHと同じ　別紙参照２
★SSH第3期の目標	「持続的課題深化力」を、ルーブリックを使いながら育成・評価する
		①仮説を検証する力：※♦後述♦
		②協働する力：社会を構成する様々な他者と共に探究する（ex. 国際科学フォーラム）
		③自己評価力：自分たちの状況を振り返り、「探究自体／探究に対する態度」を修正
				（メタ認知）	自身の「探究観」を深める

♦ミニ・レクチャー♦「社会を見つめる2つのレンズ」

①				：社会について、主に数値を用いて、客観的な法則や傾向を探る

②				：社会について、主に言葉を用いて、主観的な意味や価値を解釈する

①は、「③				」と呼ばれ、②は、「④				」と呼ばれる。

どちらの流派ももちろんOK！

※探究の授業における教員は、指導者ではなく、⑤				である。
つまり教員は教えない。しかし、「問う」。
教員と生徒で役割は異なるが、「正解が（まだ）ない問い」を探す旅を一緒に行う、協働探究者である。

【伴走者の5つの役割】
	メンター
	寄り添う
勇気づけ
	・生徒の言語化の支援や、生徒が不安に感じている際の承認・勇気づけなどを行う。
・生徒の主体性を大切にし、それを引き出す姿勢

	ティーチャー
（インストラクター）
	教える
型を与える
	・伴走者の経験から知っている知識や情報の補充を行う。
・調査や計画の仕方など、学びの型を与え、生徒が活動を自身で進めるために必要な足場かけをする

	ファシリテーター
	引き出す
問いかける
	・アイデアや振り返りなど、生徒が考えていることや感じていることについて、思考を深めることや言語化することを促す

	コラボレーター
（ジェネレーター）
	視座を上げる
背中を見せる
	・あえて実際に一緒に取り組む姿を見せることで活動イメージを持たせたり、成果物の期待値を共有することで、生徒の活動への姿勢をつくる

	コーディネーター
	つなげる
出会わせる
	・生徒の興味関心に沿って、地域や専門家など外部の人と出会うきっかけをつくる。また実際に生徒自身がアポイントメントを取る際や、インタビュー等の計画立案の支援をする。
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